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1 イントロダクション

半導体プロセスの微細化と、多種にわたる専用ICのラインアップにより、多くの設計者が現在直面している課題、
それはロジック信号のインターフェイスではないでしょうか。

昨今のシステムでは、MPU等のコア部分と周辺の各種専用IC（ASIC,外部I/F,メモリ等）で各々の電源電圧が異
なるため、同一システム内での電源混在は一般的となっています。

この様な状況で、電源電圧の異なるIC間をロジック信号で接続する場合、レベル変換を行いインターフェイスする事
は不可欠で、設計者は前段の出力特性と次段の入力特性を考慮しながら設計を行う必要に迫られています。
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コアと専用IC 
の電源電圧 

レベル変換要 

：周辺の専用IC電源電圧 

：コアの電源電圧 

■ システム内の電源電圧のトレンド

専用IC-1 
VCC = 2.5V
専用IC-1 
VCC = 2.5V

コアIC 
（MPU） 
VCC = 1.8V

コアIC 
（MPU） 
VCC = 1.8V

専用IC-2 
VCC = 3.3V
専用IC-2 
VCC = 3.3V

レベル変換 レベル変換 

3.3V
2.5V
1.8V

■ システム内のレベル変換例

VIH = 1.7V

VTH = 1.25V

VIL= 0.7V

VOH = 1.9V

VOL = 0.3V

VCC = 2.5V

VCC = 1.8V

VCC = 3.3V

LVC AUC LVC

VOL = 0.45V

VIH = 1.17V

VTH  = 0.9V

VIL = 0.63V

VOH = 1.35V

VOL = 0.4V

VIH = 2.0V

VTH = 1.5V

VIL = 0.8V

VOH = 2.4V

■ 各電源電圧での入出力電圧



2
テキサス･インスツルメンツは、ロジック信号のレベル変換を容易に行える専用ICとして、SN74LVC1T45/

SN74LVC2T45をリリースしました。これは二電源タイプのレベル変換ICで、特に双方向でのレベル変換が必要と
されるアプリケーションにおいて有効です。

これまで多ビットで同等の製品は存在しましたが、リトル･ロジックと同じ超小型パッケージに入った1、2ビットの両
製品は、更なるシステムの小型化にお役立ていただけます。

■ 製品名 / 機能

ソリューション

SN74LVC1T45（6ピン）：Single-Bit Dual Supply Bus Transceiver
SN74LVC2T45（8ピン）：Dual-Bit Dual Supply Bus Transceiver

■ 特 長

• 広い電源電圧範囲（VCCA/VCCB = 1.65V ～ 5.5V）
最高で1.65V ⇔ 5.5Vの双方向レベル変換が可能

• 基本性能は、TI-LVCファミリーと同等
ハイスピード、低ノイズ、低消費電力

• Ioffによるパーシャル･パワーダウンをサポート

• 入出力5Vトレラントをサポート

• 超小型パッケージ、WCSP：NanoStar™（YEP）/NanoFree™（YZP）での供給

• 鉛フリー対応

■ パッケージ

SOT23 SC-70 SM-8 US-8 WCSP
SN74LVC1T45 DBV DCK － － YZP
SN74LVC2T45 － － DCT DCU YZP
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■ ブロック図 / ピン配置図



アプリケーション①3
■ 双方向のレベル変換例

DIR切り替えの手順
手順 DIRピン システム1 システム2 コメント
1 Ｈ 出力 入力 システム1 ⇒ システム2
2 Ｈ HI-Z＊ HI-Z＊ 両出力：システム1、システム2はHI-Z状態
3 Ｌ HI-Z＊ HI-Z＊ 両出力：システム1、システム2はHI-Z状態
4 Ｌ 入力 出力 システム2 ⇒ システム1

双方向のレベル変換は、DIR信号をVCCA側のシステムに接続して使用します。DIRの切り替えは、下表のフローにて

行います。バス･ラインをプルアップ／プルダウンする場合は、双方を同じ状態に処理します。これはバス･ファイトを
避ける為に重要です。

■ 電源パワーアップ シーケンス

電源立上げ時の貫通電流／バス･ファイト／発振等を回避するため、下記に準じ電源の立上げを行う必要があります。

1. GNDピンを確実に電源のグランドに接地する。
2. VCCAを立ち上げる。

3. VCCBを立ち上げる。但し、VCCAとVCCBの同時立上げは可。

■ 片方向のレベル変換例

DIRピンをハイまたはローに固定する事で、任意の電圧間での片方向のレベル変換が可能です。特に低い電圧から高い
電圧への変換では、これまでオープンドレインの製品をプルアップして使用する方法が一般的でしたが、その場合プル
アップ抵抗の値によりスイッチングのスピードが制限されるため、スピードを必要とする部分では使用できませんでした。

SN74LVC1T45/SN74LVC2T45の出力はバッファ構造であるため、スピードを必要とする部分でご活用いただ
けます。

双方向のレベル変換 回路例

VCCB VCCB

I/O-2

システム-2

VCCA VCCA

DIR CTRL

I/O-1

システム-1

VCCA

GND

A

VCCB

DIR

B

Pullup/Down
or Bus-Hold†

Pullup/Down
or Bus-Hold†

片方向のレベル変換 回路例（Bポート ⇒ Aポート）

VCCA

GND

A

VCCB

DIR

B

VCCA VCCA VCCB VCCB

システム-1 システム-2

＊システム1、システム2のI/Oの状態



アプリケーション②4
■ 応用例：EMIノイズ対策

バス･ラインのハイレベルを下げる事は、EMIノイズ低減の効果もあります。通常0V⇔3.3Vのスイングでスイッチ
ングしているロジック信号を0V⇔1.8Vのスイングに変更する事で、システム内で発生するEMIノイズを低減する事が
できます。

例えば3.3VシステムのLSIとメモリのデータ･バス･ラインをそのまま直結して0V⇔3.3Vの信号で通信を行った場合、
そのバス･ラインが長くなるにしたがって、又、信号のスイッチング･スピードが速くなるにつれて、そこで発生する
EMIノイズは大きくなります。

3.3V
1.8V1.8V

3.3V

1T45 1T45
3.3V

0V
3.3V

0V
1.8V

0V

3.3V
0V

EMI

EMI

EMI

EMI

EMI

EMI

EMI

EMI

EMI

EMI

EMI

EMI

EMI

EMI EMI

EMI

EMI

EMI

EMI

EMI

EMI

EMI

LSI
3.3V

メモリ 
3.3V

LSI
3.3V

メモリ 
3.3V

同システムのデータ･バス･ラインにレベル変換ICを入れて信号のスイングを0V⇔1.8Vに下げる事で、バス･ライン
で発生するEMIノイズを低減＊することが出来ます。

＊EMIノイズの低減は、ラインのインピーダンス／長さ／スイッチングのスピード等も関係するため、ご使用になるシステムによりその効果の度合いは異なります。

5 パッケージ

パッケージ データ 
8-pin 8-pin 5- or 6-pin 5- or 6-pin 5- or 6-pin8-pin

長さ (mm)

幅 (mm)

高さ (mm)

フットプリント (mm2)

重さ (gm)

1.4 mm

0.9 mm

0.5 mm

4.00 mm 3.1 mm 2.80 mm 2.10 mm

0.50 mm 0.95 mm
0.65 mm

2.0 mm 2.90 mm
2.0 mm

0.65 mm

2.95 mm

DCT (SM-8)

(実物大)

DCU (US-8)

(実物大)

DBV (SOT-23)

(実物大)

DCK (SC-70)

(実物大)

(実物大) (実物大)

5-pin or 6-pin

5-pin or 6-pin 5-pin or 6-pin

1.9 mm

0.9 mm

0.5 mm

YEP(YEA): NanoStarTM

YZP(YZA): NanoFreeTM

YEP(YEA): NanoStarTM

YZP(YZA): NanoFreeTM

8-pin

Little Logic Little Logic Little LogicLittle Logic

DCT DCU DBV DCK YEP/YZPYEP/YZP

2.95 ±0.20 2.0 ±0.1 2.90 ±0.1 2.00 ±0.15 1.40 ±0.051.90 ±0.05

4.00 ±0.25 3.1 ±0.1 2.80 ±0.2 2.10 ±0.2 0.90 ±0.050.90 ±0.05

1.30 0.90 1.20 0.95 0.500.50

11.80 6.20 8.12 4.20 1.261.71

0.0206 0.0095 0.0135 0.006 0.0010.0013



6 スイッチングデータ
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TYPICAL PROPAGATION DELAY  (A TO B) vs LOAD CAPACITANCE
TA = 25°C, VCCA = 1.8 V

TYPICAL PROPAGATION DELAY (B TO A) vs LOAD CAPACITANCE
TA = 25°C, VCCA = 1.8 V

TYPICAL PROPAGATION DELAY  (A TO B) vs LOAD CAPACITANCE
TA = 25°C, VCCA = 2.5 V

TYPICAL PROPAGATION DELAY  (B TO A) vs LOAD CAPACITANCE
TA = 25°C, VCCA = 2.5 V

VCCB = 1.8V

VCCB = 2.5V

VCCB = 3.3V

VCCB = 5V

VCCB = 1.8V

VCCB = 2.5V

VCCB = 3.3V

VCCB = 5V

VCCB = 1.8V

VCCB = 2.5V
VCCB = 3.3V
VCCB = 5V

VCCB = 1.8V

VCCB = 2.5V

VCCB = 3.3V
VCCB = 5V

VCCB = 1.8V

VCCB = 2.5V

VCCB = 3.3V

VCCB = 5V

VCCB = 1.8V

VCCB = 2.5V

VCCB = 3.3V

VCCB = 5V

VCCB = 1.8V

VCCB = 2.5V
VCCB = 3.3V
VCCB = 5V

VCCB = 1.8V

VCCB = 2.5V
VCCB = 3.3V
VCCB = 5V

■ AC特性データ
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TYPICAL PROPAGATION DELAY  (A TO B) vs LOAD CAPACITANCE
TA = 25°C, VCCA = 3.3 V

TYPICAL PROPAGATION DELAY (B TO A) vs LOAD CAPACITANCE
TA = 25°C, VCCA = 3.3 V

TYPICAL PROPAGATION DELAY  (A TO B) vs LOAD CAPACITANCE
TA = 25°C, VCCA = 5 V

TYPICAL PROPAGATION DELAY  (B TO A) vs LOAD CAPACITANCE
TA = 25°C, VCCA = 5 V
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VCCB = 1.8V
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■ AC特性データ（続き）

※RELIABLE. LOGIC. INNOVATION. 、NanoStar、NanoFree、黒と赤のバナーデザインはすべてテキサス･インスツルメンツの商標です。
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